
３．考察

３−１　場所との関係　

　作品の設置された場所との関係による分類。ここでの

場所とは、固有の「場」が持つ場所性、土地の歴史や地

域住民の活動などを背景にした地域性の事を言う。

３−２　建築・ランドスケープとの関係　

　建築やランドスケープがつくり出す空間との関係による分

類。設置空間に対し作品がどのような役割を果たし、どのよ

うな相互関係を持ち計画されているかを明らかにする。

　図１から作品の多くは、

場所と関係を持ち、場所

の要素を取り込んでいる

事が分かる。失われた土

地の文化やコミュニティ

の軌跡を残し、再編成す

るなどアート作品によっ

て土地の地域性が受け継

がれている。

１．研究目的

　近年、展示空間は美術館から公共空間へと発展してき

ている。パブリックアートもその一つであり、「公共空間」

では新しい表現形態が生み出されている。パブリックアー

トは、美術館とは異なる作品づくりが行われている為、作

品制作にいたるまでの背景や環境など、さまざまな視点

から総合的に分析し、評価されなければならない。また、

都市部においては、魅力的な公開空地づくりのためにパブ

リックアートが注目されている。本研究では、建築やラン

ドスケープとアート作品が同時に計画されている再開発

計画に的を絞る。都市部の公共空間と作品の関係、展示空

間、鑑賞のあり方を明らかにする事から、パブリックアー

トの特質や可能性を探る。そして、アートと公共空間との

新たな関わり方を明らかにする事を研究目的とする。

２．研究方法

　再開発計画におけるアート作品を研究対象とする。対象

事業はファーレ立川 (1994 年 ) 以降から現在に至るまでの

ものとし、２人以上の作家が参加、設置作品数が５作品以

上、敷地面積が 10,000m2 以上、かつ東京都内と横浜市の

事業に限定し、永久設置を想定した作品とする。

　以上の条件に当てはまる全 18 事業、283 作品に対し、

場所との関係、建築計画・ランドスケープとの関係、鑑賞

者との位置関係、身体的関係の４項目に従い分類を行う。

文献調査、現地での観察調査をもとに分析を行う。
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図１  作品と場所の関係割合
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 図２  建築・ランドスケープとの関係割合

　図２より、８割以上の

作品が展示空間と関係性

がある事が分かる。付帯

型を除く約６割の作品は

その場所でしか成立し得

ない。これらの作品は、

その空間において固有性

を有していると言える。

３−３　鑑賞者との位置関係

　作品鑑賞時の観賞者と作品の位置関係による分類。

　全方位型は、広場や吹抜け空間に多く設置され、計画に

おけるシンボルとして機能している作品が多かった。作品

によって空間の求心性が生まれている事が分かる。正面型

Aは、歩道の車道寄りに設置された作品が多い。作品は、

利用者の意識を道の中央に向けさせ、ストリートと一体と

なった景観を創造していると言える。横移動型は、ペデス 

表 1　作品と場所の関係性による分類

ⅰ

ⅱ
ⅲ
ⅳ
ⅴ

ⅵ

分類型名
環境型

文化型
素材型
住民型
思想型

作品先行型

解説
場の空間的要素や、物理的要素（光、風など）を作品に取り
込んでいるもの。
土地の歴史や地理、文化と結びついた作品。
土地の材料、名産などを使用して制作された作品。
地域住民、施設利用者などが制作に関わっている作品。
作家自身が設置場所を基にして、イマジネーションした事か
ら制作された作品。
既成の作品を、その場に適合するものとして設置者が解釈し、
設置された作品。

表２　作品と建築・ランドスケープとの関係による分類

ⅰ

ⅱ
ⅲ
ⅳ

ⅴ
ⅵ

分類型名
ランドス
ケープ型

機能型
一体型
装飾型

空間型
付帯型

解説
建築・ランドスケープと関係を持って作品を設置している作
品。
都市機能を付帯している作品。
作品自身が建築を構成する要素の一部となっている。
作品自身が建築を構成するある部分の、装飾的な役割を果た
している作品。
空間と一体となっている作品。
作品が建築を構成するある部分、要素に付帯して設置されて
いる作品。
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トリアンデッキなどの都市における移動空間に設置されて

いる。日常生活における移動という体験が、アート作品の

介入によって違った体験になると言える。

　真下型は、歩道上に延長され設置されているものが多く、

人々の動線を誘導するように設置されている作品が多数あ

った。また、立体的な広場の床面にも多く設置され、ミク

ロとマクロの観賞方法を生み出していた。見上げ型は屋外

に多く、見下げ型は、立体的に動線が交差する空間に多く

見受けられた。集中型の作品のほどんどは立体作品で、吹

抜け空間に多い。全方位型と集中型の組み合わせが多かっ

た。縦移動型は階段などに多く、空間を上下に移動する事

でさまざまな角度から作品を連続して体感する事ができ

る。　

　このように、鑑賞者との位置関係の違いによって、設置

空間に空間的な特徴がある事、空間によって作品の形態も

異なる事が分かった。

３−４　鑑賞者との身体的関係　

　鑑賞者が作品鑑賞時にどのように鑑賞するかによる分類。

観賞方法の制限を受けず、鑑賞者が自由に観賞できる点がパ

ブリックアートの特徴的な要素である。

４−２　鑑賞方法と空間的依存性

　設置空間について分析を行う事で、空間が作品の形態や

鑑賞方法に影響を与えている事が分かった。パブリック

アートは、建築空間の多様性に応じて、作品の鑑賞方法は

多岐にわたる。都市空間にはさまざまな視線の変化を生み

出す立体的な空間が多く存在し、空間の特性、都市の潜在

性を活かす事で、作品はより豊かな表現を可能にすると言

える。

５　おわりに
　パブリックアートは場所の要素を作品に取り入れる事で

公共空間に設置される本質的な意味を見いだすことができ

ると言える。土地の持つ要素を作品に取り入れる事でアー

ト作品ははじめて公共空間に介入する事ができると言え

る。美術館ではない公共空間では、アート作品は「展示」

されるのではなく「共有」されるものになるべきである。

地域に共有されたアート作品は新しいコミュニティを生み

出し、そして共有されたアート作品が設置された場は、新

しい「公共空間」へと変化していくと言える。パブリック

アートは、地域に根付いた作品として、地域と共に変化し

ていく事が必要とされる。本研究は再開発計画を対象とし

たが、今後これらの事業数は減少していくと言える。既存

の街や建築、コミュニティを活かし、公共空間を創造して

いく事が今後の課題であり、アート作品が介入し、共有さ

れていく事で新たな公共空間の創造が可能になるのではな

いか。
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　図５より、身体的関係

性の強い３つの型（接触、

行為、体験型）の割合は

６割を超えている。鑑賞

者が作品に対し積極的に

行動する事で作品と鑑賞

者との関係性やその固有

性は強くなると言える。
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図５　鑑賞者との身体的関係割合

４　結果

４−１　サイトスペシフィック性　　

　パブリックアートは、設置場所の「場所性」と「空間性」

の双方との関係から、サイトスペシフィックな作品とし

て存在している。「場所性」とは、その土地の持つ地域性

や地域住民との関わりなど、その土地の持つコンテクス

トの事である。「空間性」とは、建築やランドスケープな

どによって構成される物理的な空間の事である。

　パブリックアートは、場所に対するアプローチの方法が

様々であり、場所への依存の度合いは作品それぞれによっ

て差がある。特に、文化型、素材型、住民型は、その土地

を利用する人々にとって身近な「地域密着型」の作品であ

る。均質化が進む都市では、「地域密着型」作品によって

地域性を獲得する事ができると言える。一方で、地域によ

り密着する事で公共的な作品が、あるコミュニティでの独

占物となり「共有」される。また、機能型などは土地に必

要な都市機能を補完しており、場所の固有性を得ている。

一体型、装飾型、空間型は建築空間に依存しており、これ

らは、その固有の場でのみ成立している空間的にサイトス

ペシフィックな作品である。

ⅰ）全方位型 ⅱ）正面型 A ⅲ）正面型 B

ⅳ）拡張型 ⅴ）散布型 ⅵ）横移動型

図３　作品と鑑賞者の断面的位置関係による分類

ⅰ）水平型 ⅱ）真上型 ⅲ）真下型 ⅳ）見上げ型

ⅴ）見下げ型 ⅵ）集中型 ⅶ）縦移動型

図４　作品と鑑賞者の断面的位置関係による分類

表３　鑑賞者と身体的関係による分類

ⅰ
ⅱ

ⅲ
ⅳ
ⅴ

分類型名
視覚型 A
視覚型 B

接触型
行為型
体験型

解説
遠景で作品を観賞する作品。
作品と鑑賞者との間に障壁（ついたて、植栽など ) がある、も
しくは物理的距離があるため、視覚的な観賞のみを行う作品。
実際に触れる事のできる作品。
鑑賞者に行為を誘発する作品。
作品に対して鑑賞者が参加、体験する作品。
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